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令和６年１月羽島市教育委員会定例会会議録

令和６年１月２５日、令和６年１月羽島市教育委員会定例会を羽島市役所本庁舎４

階第一委員会室において開いた。

議事日程

日程第１ 会議録署名委員の指名について

日程第２ 報第２号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について

日程第３ 議第１号 羽島市立学校等における独立行政法人日本スポーツ振興セ

ンター共済掛金の徴収に関する規則について

日程第４ 議第２号 羽島市要保護及び準要保護児童生徒援助費支給要綱の一部

を改正する告示について

日程第５ ※報第１号 令和５年度準要保護児童生徒の認定等の報告について

日程第６ その他

１ 各課の事業進捗状況

（※印は秘密会で開催）

本日の会議に付した議事

議事日程に同じ

出席者

教育長（議長） 森 嘉 長

教育委員 黒 田 淳

教育委員 今 枝 甫

教育委員 春 日 民 奈

教育委員 今井田 裕 子

説明のため出席した職員の職氏名

事務局長 今井田 明 弘

事務局次長兼教育政策課長 小 川 隆 正

学校教育課長

兼教育支援センター長 高 橋 浩 之

西部幼稚園長 安 藤 賢 治

北部学校給食センター所長 竹 内 弘 明

南部学校給食センター所長 豊 田 崇 宏

生涯学習課長補佐 大 橋 寛 子

図書館長 番 重 宗

スポーツ推進課係長 中 尾 聡

午後１時３０分開議

日 程 発言者 発 言 の 要 旨

教育長挨拶 教育長 ・ ２月１３日に、第６回羽島市新しい時代の学校構想検討

委員会が開催予定である。不登校の対応と併せ、児童生徒

の多様な学びや活動ニーズにどう対応するか議論される



予定である。

・ 能登半島地震の発生から３週間が過ぎたが、中学生の集

団避難や、被災者の方の自主避難所への避難状況が報道さ

れている。

１９日に、羽島市の防災会議が開かれ、羽島市地域防災

計画が改正されることとなった。学校に関わっては改正点

が２点あり、１点目は、学校の防災教育について、実践的

で体験的なものになるようにすることとされた。

２点目は、非常時下の指定救護所を竹鼻中学校から竹鼻

小学校に変更することとされた。これは竹鼻中学校が市役

所に近く、市の防災拠点の補助施設になる可能性があるこ

とによる。

また、同会議では、羽島市防災基本条例（仮称）を制定

する計画に関しても議題となった。これは、市民全員で取

り組む防災ルールづくりや、市民の命を守るまちづくりを

目指す理念条例である。

なお、会議には、岐阜大学特任教授の村岡先生がおみえ

だったが、羽島中学校や西部幼稚園では、先生から実際に

防災に関わるご指導を受けている。

開 会 議長 出席委員が定足数に達していることから令和６年１月羽

島市教育委員会定例会の開会を宣言する。

報第１号について秘密会としたい旨述べ、委員の発言を求

める。（各委員から異議なしの声あり。）

異議がないので、報第１号について秘密会とすることが承

認された旨述べる。

日程第１ 議長 本日の会議録署名委員に今枝委員を指名する。

日程第２ 議長 報第２号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明す

る。

【教育政策課長】

（第４５回羽島市民茶会）

【学校教育課長】

（ぎふ児童合唱団第５０回定期演奏会、子供ロボットプ

ログラミング大作戦）

議長 委員の発言を求める。（発言なし。）

発言がないので日程第２ 報第２号の報告を終える旨述

べる。

日程第３ 議長 議第１号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 【学校教育課長】

・ 日本スポーツ振興センター共済は、児童生徒等が怪我

をした際に災害給付が支払われる制度であるが、本規則

は共済への加入にあたり、保護者より共済掛金の負担金

を徴収する旨を明文化したものである。



なお、現在も徴収しているが、本規則と同内容の内規

を根拠としているものである。

議長 委員の発言を求める。（発言なし。）

発言がないので日程第３ 議第１号の報告を終える旨述

べる。

日程第４ 議長 議第２号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 【学校教育課長】

・ 令和６年度における文部科学省の基準の改正に基づ

き、新入学学用品に関する金額を５７，０６０円に改正

する等の改正を行うものである。

議長 委員の発言を求める。（発言なし。）

発言がないので日程第４ 議第２号の報告を終える旨述

べる。

日程第５ 議長 報第１号を議題とし、秘密会で行う旨述べる。（以下日程

第５は秘密会）

日程第６ 議長 秘密会を解く。

各課の事業進捗状況の説明を求める。

【説明】 【教育政策課長】

・ 新しい時代の学校構想検討委員会について、２月１３

日（火）に開催予定である。

【学校教育課長】

 ⑴ いじめの状況について 

令和５年１２月１４日から令和６年１月１９日の間

に報告があった事例は、児童５件、生徒１件の合計６件

である。

同学年同士のトラブルが多くなってきており、相手に

手を出してしまう暴力行為に発展しているものが多い。

 ⑵ 不登校の状況について 

１２月の不登校の状況は、小学校・前期課程３４名、

中学校・後期課程１００名の計１３４名である。１２月

は授業数が少なかったこともあり、減少傾向が見られ

る。また、冬休みをきっかけに、頑張っていこうと少し

足を学校に向けた子たちが出てきている。

３０日以上欠席した児童生徒に関しては、スクールカ

ウンセラーを含め、相談員の継続的な声かけにより、７

月以降会えていない児童生徒が１１月時点の１２名か

ら９名となり、ついに１桁になった。今後も粘り強く声

掛けを続けていく。

なお、家庭訪問等、学校からのアプローチをした際に、

オンライン含め全く顔を見ることができない状況や、訪

問の拒絶等により音信が途絶えている状況の児童生徒

を「会えていない」と表現している。

 ⑶ 交通事故・学校事故の状況について 



１２月の交通事故は、２件であった。

１件目は、自転車同士の事故である。翌日になって、

母親に促されて学校に連絡があり、事故が判明した。２

件目は、一宮市の野球塾へ行く途中、自転車同士が接触

して倒れた案件である。ヘルメットを着用していなかっ

た事案のため、該当生徒だけではなく全校に呼びかけを

行うよう、学校へ指導している。

１１月の学校事故は、０件であった。

 ⑷ 感染症について

新型コロナウイルス感染症は増加傾向である。インフ

ルエンザは落ち着いているが、１学級が学級閉鎖となっ

ている。

 ⑸ 羽島市教育実践記録表彰式について 

今年度は昨年度と同数の２８名の応募があった。３０

代が８名、４０代が２名と、中堅で大変忙しい立場では

あるがチャレンジをしてくれる先生方が、昨年同様にお

り、今後も校長会・教頭会を通して、この世代の先生方

にリーダーとしての力を発揮していただけるよう、声を

かけていきたい。

議長 委員の発言を求める。

【今枝委員】

・ 野球塾への移動中に事故にあった事例について、今回

は、部活動でもなく、帰宅途中でもないことから学校の

管理下ではない、すなわち学校の責任ではないと思う。

しかし、事例によってはスポーツ振興センター共済の

適用の有無等が問題になる可能性もあることから、事故

が発生した際の責任の所在や管轄がどこになるのかを、

改めて確認しておくべきであると感じた。

ヘルメットの着用の努力義務化、部活動の地域移行、

部活の大会等の現地集合・現地解散の増加といった、最

近の事情も踏まえて、学校の管理下か否かのラインを確

認することが良いと思う。

（事務局）

・ 貴重なご意見に感謝する。

今回の野球塾への移動中の事故は学校管理下で

の事故ではないが、昨今ヘルメットを着用していな

い状態での事故が多いことから、学校での交通安全

指導を徹底する予定である。

【今井田委員】

 ⑴ いじめについて、生徒がＳＮＳ上でからかわれたとい

う事案では加害者を指導したとあるが、加害者の保護者

にまで連絡がされているのか。ＳＮＳは保護者の目の届

かないところで過激なやり取りをしている場合がある



ため、どのような指導をしなければならないのか、どの

ようなことが起きるのか、保護者自身が知らない場合も

あるのではないか。

（事務局）

・ 全ての事案で保護者への連絡を行っている。

 ⑵ 先月の羽島市の総合教育会議で、子どもたちが不登校

になった要因について、無気力や無関心が要因ではない

かという教員の方々の意見があった。しかし、全国の不

登校の子どもたち側の意見では、「先生」が要因の３位

以内に入っている。

羽島市では理由は確認していないとのことだが、仮

に、全国の子どもたちの意見のように、「先生」が理由

として入っているのであれば、教員がどのように児童生

徒に接していけばいいのか、改めて考えることも大切だ

と感じた。

（事務局）

・ 不登校のきっかけについては、なかなか触れづら

いところがあるが、今後、そのような声が聞こえれ

ば、報告させていただく。

【春日委員】

・ ヘルメットについて、特に中学生が着用していないこ

とが多いように感じる。愛知県では中学生でも警察に違

反を指摘されるそうだが、命にも関わるし、何かあって

からでは遅いので、羽島市でも、もっと強く徹底させて

いかなければならないと思う。

【説明】 【西部幼稚園長】

・ 岐阜大学の村岡教授より防災の指導を受けた。園児は、

ひっくり返した机に乗って揺らすことで地震体験をし、

職員は、ガラスの飛散防止や留具の不備を現地でご指導

いただいた。飛散防止シートと L字金具を早速購入し、

これから取り付けを行う。

また、子どもたちと一緒に安全ゾーンの確認を行っ

た。地震が起きた際、ダンゴ虫ポーズではひっくり返っ

てしまう体験をし、ダンゴ虫ポーズに加えて「膝を開く」

ことで命を守ることを学んだ。

・ ２月１７日（土）にはお遊戯会を行う。コロナ以前の

形に戻すのではなく、組み替えで実施した方が、ゆった

りと多くのご家族が見られるということで、入れ替え制

で行う。

【南北学校給食センター所長】

特になし。

【生涯学習課長補佐】

 ⑴ ２０歳の集いについて（１月７日）



今年は５４２名の参加があり、出席率は７４．１％だ

った。昨年より２％程多い出席割合であった。

 ⑵ 放課後子ども教室 

１月２５日をもって、今年度の全日程が終了した。９

校１０３名の児童の参加があった。

 ⑶ 不二竹鼻町屋ギャラリーについて 

企画展「山のまなざし」を１月２０日より開催してい

る。

 ⑷ 羽島市美術展少年の部について

２月１日から４日まで、不二羽島文化センターにおい

て、開催する。

なお、本年度より児童生徒のプライバシーに配慮し、

名前の掲載許可を事前に得ることとした。

【図書館長】

・ ２月１０日にブックリユース、１５日に第１回図書館

協議会を予定している。

【スポーツ推進課係長】

 ⑴ 第３３回羽島若獅子駅伝競走大会（１２月３日） 

一般男子の部１０チーム、中学生男子の部９チーム、

中学生女子の部６チームの合計２５チームが参加した。

 ⑵ 第４９回羽島市スポーツ少年団新春駅伝競走大会（１

月２８日）

桜堤サブセンターで開催予定。現在、４年生以下の部

６チーム、６年生以下の部８チーム、個人走３２名が出

場予定である。

 ⑶ 第２回羽島市ボッチャ大会（２月４日） 

岐阜県立羽島特別支援学校で開催予定。子どもから高

齢者まで、幅広い年齢層の方や福祉施設の方等、障害の

有無に関わらず、全１６チームが参加する。

【事務局長】

特になし。

議長 委員の発言を求める。（特になし）

閉会 議長 以上で本日の議事日程は全て終了したので、令和６年１月

羽島市教育委員会定例会の閉会を宣言する。



午後２時５０分 閉会

上記会議の大要を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和６年１月２５日

教育長 森 嘉 長

委 員 今 枝 甫


